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元気いっぱい！
かみこあに保育園運動会
　９月１３日、晴天のもと、かみこあに保育園運動会が開催され
ました。かけっこやゲーム、親子レクリエーションなど、家族ら
の応援に応え、一生懸命頑張りました。

主な内容
６Ｐ～７Ｐ
８Ｐ～９Ｐ

１２Ｐ
１８Ｐ

９月定例会行政報告要旨
平成２５年度決算
上小阿仁村職員（社会福祉士）採用試験
臨時雇用職員（除雪）の募集
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KAMIKOANIプロジェクト秋田２０１４

道の駅　発　→　八木沢　行

道の駅 道の駅旧沖田面小 旧沖田面小八木沢 八木沢
八木沢
滞在時間

八木沢　発　→　道の駅　行 備　　考
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18:20

　
1:50
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3:40

　８月９日に開幕した「KAMIKOANIプロジェクト秋田2014」も残すところ
１週間余りとなりました。今年は八木沢集落、旧沖田面小学校、地域センターの３会
場で展示会を開催しており、多くの村内外、県外の方々に来場いただき、賑わいを見
せております。
　これまで、作家によるトークや音楽など、各種のイベントを開催してきました。
１０月４日からは、秋田県で初開催となる「国民文化祭あきた２０１４」の関連イベ
ントとしてさらに多くの方々にご来場いただけるよう、様々なイベントを開催いたし
ます。
　ご近所お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。
　

　日　時　　平成２６年１０月４日（土）　　午後２時～午後３時３０分
　会　場　　地域センター
　　※入場無料・申込不要

　日　時　　平成２６年１０月１２日（日）　午後１時～午後５時３０分
　会　場　　生涯学習センター
　　※入場無料・申込不要・先着４００人

　日　時　　平成２６年１０月１３日（月・祝）　午後３時～午後５時３０分
　会　場　　八木沢会場・棚田舞台
　　※入場無料・申込不要・無料シャトルバス有

今月のピックアップ 今月、村で開催される
　　イベントを紹介します

KAMIKOANIプロジェクト秋田２０１４KAMIKOANIプロジェクト秋田２０１４

アーティスト・トーク（小沢田）

第３回番楽サミットと伝統芸能競演

クロージング・イベント



3

　

９
月
20
・
21
日
、
道
の
駅
か
み
こ
あ
に

前
の
特
設
会
場
で
、
第
４
回
大
館
・
北
秋

ご
当
地
グ
ル
メ
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
道
い
っ
ぱ
い
の
テ
ン
ト
が

並
び
、
大
館
・
北
秋
田
管
内
か
ら
は
村
の

「
高
橋
旅
館
」「
上
小
阿
仁
村
商
工
会
青
年

部
」「
あ
き
た
北
央
農
業
協
同
組
合
女
性

部
上
小
阿
仁
地
区
」
の
３
団
体
を
含
む
15

ブ
ー
ス
、
ゲ
ス
ト
ブ
ー
ス
と
し
て
、
大
仙

市
、
由
利
本
荘
市
、
に
か
ほ
市
の
３
ブ
ー

ス
が
出
店
し
た
ほ
か
、
道
の
駅
か
み
こ
あ

に
も
特
設
ブ
ー
ス
を
設
け
、
上
小
阿
仁
村

産
の
野
菜
や
漬
物
、
食
用
ほ
お
ず
き
な
ど

を
販
売
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

写
真

　
　
　
　
　
　
　

写
真

　

ま
た
、
秋
田
県
の
お
馴
染
み
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ス
ギ
ッ
チ
」
や
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
な
い
り
っ
く
ん
」

も
登
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

20
日
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
八
木
沢
番
楽
」「
小
沢
田
駒
踊
り
」

「
大
林
獅
子
踊
り
」
が
登
場
し
、
大
勢
の

来
場
者
を
前
に
、
演
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
21
日
に
は
国
民
文
化
祭
あ
き

た
２
０
１
４
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
う
、

藤
田
ゆ
う
み
ん
さ
ん
と
渡
部
絢
也
さ
ん
が

登
場
し
、
そ
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
２
日
間
で

延
べ
８
、０
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
、
終

日
道
の
駅
周
辺
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

○
８
月
23
日

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
（
沖
田
面
）

　「
滞
在
制
作
の
現
場
か
ら
」

■
出
演
者

　

芝　

山　

昌　

也　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

な
く
わ　

み
れ
な　

氏

　

陳ち
ん　
　
　

誼ぎ　

嘉か　

氏

　

冨　

岡　

奈
津
江　

氏

　

衣　

川　

泰　

典　

氏

■
参
加
者

　

70
人

○
８
月
31
日

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
（
八
木
沢
）

■
参
加
者

　

60
人

○
９
月
６
日

　
音
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
講
師

　

コ
ロ
リ
ダ
ス

■
参
加
者

　

20
人

　
音
楽
室
ラ
イ
ブ

■
出
演
者

　

青
谷　

明
日
香

　

コ
ロ
リ
ダ
ス

■
参
加
者

　

60
人

大
館
・
北
秋
田
地
域
の
食
の
祭
典

ご
当
地
グ
ル
メ
秋
ま
つ
り

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４

　
　
　
　

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
中

○
９
月
７
日

　
上
小
阿
仁
音
楽
散
歩

■
出
演
者

　

青
谷　

明
日
香

　

コ
ロ
リ
ダ
ス

　

馬
喰
町
バ
ン
ド

　

け
も
の

　

ア
ラ
ゲ
ホ
ン
ジ

　

浅
野
梅
若
社
中

■
参
加
者

　

１
９
０
人

○
９
月
11
日

　
八
木
沢
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
参
加
者

　

50
人

○
９
月
13
日

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
（
八
木
沢
）

■
参
加
者

　

40
人

　

10
月
に
は
、「
第
３
回
番
楽
サ
ミ
ッ
ト

と
伝
統
芸
能
競
演
」
や
「
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
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９
月
12
日
、
健
康
増
進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上
小
阿
仁
村
敬
老

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
75
歳
以
上
の
対
象
者
は
男
性

２
９
２
人
、
女
性
５
１
５
人
、
金
婚
（
結

婚
50
年
の
ご
夫
婦
）
17
組
で
し
た
。

　

１
９
５
人
の
参
加
者
ら
は
「
金
婚
」

「
初
敬
老
」
の
他
、
各
集
落
ご
と
に
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
保
育
園
児
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
遊
戯
や
村
内
舞
踊
グ
ル
ー
プ

ら
に
よ
る
演
舞
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

写
真

　

９
月
11
日
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
杉
風
荘
で
も
敬
老
会
が
行
わ
れ
、
対
象

者
82
人
が
、
家
族
と
と
も
に
村
内
舞
踊
グ

ル
ー
プ
の
演
舞
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
か
み
こ

あ
に
音
頭
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
上
小
阿
仁

村
教
育
委
員
会
委
員
に
、
出
川
幸
三
氏

（
沖
田
面
）
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

写
真

　

任
期
は
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

９
月
19
日
、
役
場
大
会
議
室
に
お
い

て
、
上
小
阿
仁
村
家
族
経
営
協
定
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
協
定
を
調
印

し
た
の
は
、
齊
藤
博
臣
氏（
上
仏
社
）ご
家

族
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
意
欲
と
展
望
の

も
て
る
農
業
経
営
を
め
ざ
し
、
経
営
や
暮

ら
し
の
目
標
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
、
第
三
者
の
立
会
い
の
も
と
に
取
り
決

め
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
、
齊
藤
氏
ご
家
族
の
他
、

上
小
阿
仁
村
農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理

者
で
あ
る
田
中
巖
氏
、
北
秋
田
地
域
振
興

局
農
林
部
農
業
振
興
普
及
課
長　

藤
田
朋

徳
氏
が
出
席
し
、
齊
藤
氏
へ
の
激
励
の
言

葉
を
述
べ
、
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

写
真

　

９
月
４
日
、
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
秋
田
県
立
医
療
療
育
セ
ン

タ
ー
小
児
科
医
長　

渡
部
泰
弘
先
生
を
講

師
に
、
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
「
大
人

の
発
達
障
害
を
知
る
～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
人
と
の
関
わ

り
方
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

渡
部
先
生
は
「
発
達
障
害
に
限
ら
ず
、

何
か
“
生
き
づ
ら
さ
”
を
抱
え
た
人
に
は

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
る
事
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
」
と
話
し
、「
周
囲
の
人
が
そ

の
人
の
特
徴
を
理
解
す
る
事
か
ら
支
援

が
始
ま
る
」「
う
ま
く
行
か
な
い
事
よ
り

も
、
出
来
て
い
る
面
を
見
つ
け
て
、
十
分

認
め
る
こ
と
」
が
大
切
と
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
渡
部
先
生
は
「
そ
の
人
が
特

徴
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
人
ら
し
く
生

き
て
い
け
る
こ
と
が
目
標
」
と
話
し
、
参

加
者
は
は
じ
め
て
聞
く
言
葉
や
内
容
に
感

心
し
な
が
ら
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

本
村
で
５
件
目

上
小
阿
仁
村
家
族
経
営
協

定
調
印
式

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

長
寿
の
お
祝
い 

上
小
阿
仁
村
敬
老
会

教
育
委
員
会
委
員
に

 

出
川　

幸
三　

氏
を
任
命



　

地
域
の
生
活
環
境
を
美
し
く
す
る
た

め
、
実
践
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご

み
を
捨
て
な
い
自
覚
と
住
民
の
連
帯
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

各
集
落
で
主
要
道
路
、
公
園
、
公
民
館

周
辺
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日

　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
６
時
～

■
集
合
場
所

　

集
落
公
民
館
前
に
午
前
５
時
50
分
ま
で

に
集
合
願
い
ま
す
。

■
収
集
場
所

　

各
集
落
出
入
口
の
二
カ
所
（
バ
ス
停
付

近
）
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　

午
前
７
時
か
ら
委
託
業
者
の
収
集
車
で

回
収
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

収
集
に
必
要
な
ゴ
ミ
袋
は
、
集
落
会
長

宅
（
集
落
事
務
所
）
に
あ
り
ま
す
。

※
廃
家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
）
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

収
集
し
な
い
で
投
棄
場
所
を
住
民
福
祉
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

秋
の
全
村
一
斉

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー

☆一般家庭ごみで、一辺が１m以上の物
・家 具 類　ベット　タンス　応接セット（ガラスは除きます｡）
・設 備 類　洗面台　流し台　浴　槽（配管等の資材は除きます｡）
・戸 窓 類　障　子　ふすま　（ガラス、アルミサッシは除きます｡）

☆一般家庭で、一辺が１m未満の物
ポット　炊飯器　電子レンジ　ビデオデッキ　ガスコンロ等
（以上の物は、通常の収集日に出してください。）
☆布団、マットレス等
布　団　　マットレス　　カーペット　　衣　類　　ガラス　　アルミサッシ
タタミ　　紙　類　　　　その他リサイクルできる物
（布団、マットレス、カーペットで、50㎝未満に裁断した物は通常の収集日に出してください。）
☆トタン類 …… トタン　　タキロン
☆産業廃棄物 
自動二輪車　　農機具類　　農業用資材等の廃材　　配管資材等の廃材
配電線　　コンクリート類　　合成繊維類　　合成ゴム類　　プラスチック類
発泡スチロール類　　ワイヤーロープ　　タイヤ類　　工具類　　ビニール類等
☆危険物
爆発性、引火性、有毒性のあるもの　　ガス類　　石油類　　薬品類（農薬含む）
消火器　　ガスボンベ　　バッテリー　　ドラム缶　　廃油等
☆家電４品目 …… 冷蔵庫・冷凍庫　　洗濯機　　テレビ　　エアコン
☆家庭系パソコン　　　　　☆自転車、一輪車
※ 大型粗大ごみ収集に関するお問い合わせは、住民福祉課住民福祉班（電話７７－２２２２）
　 までお願いします。

「大型粗大ゴミ」を収集します一辺が
１ｍ以上の「大型粗大ゴミ」

収集する粗大ごみ

収集日及び収集場所

☆収集しない粗大ごみは、絶対出さないで下さい。

☆捨てる粗大ごみには、必ず名前を付けて下さい。

収集しない粗大ごみ

長信田、羽立、大阿瀬、堂川、下仏社、上仏社、杉花
小沢田、福舘、下五反沢、中五反沢、上五反沢

大海、水無、沖田面、大林、小田瀬、南沢、不動羅、
中茂、八木沢

午前８時までに各
集落の通常の粗大
ごみを出す集積所
に出してください。

10月31日(金)
【 下 部 】

10月30日(木)
【 上 部 】

期　日 部　　　　落　　　　名 収 集 場 所
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北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組

合
に
つ
い
て

　

7
月
29
日
、
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生

活
環
境
施
設
組
合
議
会
が
開
催
さ
れ
、
監

査
委
員
に
上
小
阿
仁
村
の
伊
藤
忠
夫
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
下
最
終
処
分
場
の
平
成
25
年
度
に

お
け
る
搬
入
実
績
は
2
4
8
ト
ン
、
内

訳
は
自
己
搬
入
粗
大
ご
み
1
5
0
ト
ン
、

家
屋
解
体
材
44
ト
ン
、
市
村
収
集
粗
大
ご

み
3
ト
ン
、
市
村
直
接
及
び
災
害
ご
み
51

ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
87
ト
ン
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
災
害
時

に
お
け
る
戸
籍
の
正
本
及
び
副
本
の
同
時

滅
失
を
防
止
す
る
た
め
、
戸
籍
副
本
の

デ
ー
タ
を
遠
隔
地
の
サ
ー
バ
で
管
理
す
る

こ
と
を
内
容
と
し
た
、
戸
籍
法
施
行
規
則

の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り

「
戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
補
正

予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

県
内
の
自
治
体
で
、
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
証
に
、
過
疎
地
域
な
ど
で
適

用
さ
れ
る
「
特
別
地
域
加
算
」
の
対
象
で

あ
る
こ
と
を
記
載
し
な
か
っ
た
た
め
、
介

護
事
業
者
が
15
％
の
加
算
金
を
請
求
で
き

な
か
っ
た
問
題
が
あ
り
、
村
で
も
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
加
算
制
度
が
実
施
さ
れ
た

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
5

年
間
で
、
対
象
者
が
3
人
で
、
98
件
、

1
、4
3
5
千
円
の
未
払
い
が
判
明
い
た

し
ま
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
事
業
所
に

の
部
5
人
、
一
般
の
部
3
人
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

7
月
30
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
の
4
泊

5
日
の
日
程
で
研
修
を
行
い
、
8
月
25
日

に
は
、
北
林
孝
雄
氏
、
吉
田
春
樺
氏
に
も

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
萬
巒
郷
研
修
の
報

告
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

萬
巒
郷
の
概
要
や
中
国
語
、
歌
、
か
み
こ

あ
に
音
頭
の
踊
り
な
ど
の
事
前
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

萬
巒
郷
で
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
萬
巒

郷
の
職
員
が
丁
寧
に
、
そ
し
て
、
友
好
的

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

町
村
長
行
政
視
察
研
修
に
つ
い
て

　

8
月
19
日
か
ら
24
日
ま
で
県
内
各
町
村

長
と
と
も
に
、
台
湾
の
台
北
市
、
高
雄
市
、

台
南
市
、
台
中
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

日
本
製
品
、
食
品
、
農
産
物
の
流
通
の

実
態
や
日
本
と
台
湾
相
互
の
農
産
物
生
産
、

輸
出
入
及
び
販
売
戦
略
等
に
関
す
る
現
状

に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　

萬
巒
郷
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
研
修
の
成
果
を

活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
に
つ
い
て

　

7
月
18
日
、
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設

組
合
議
会
が
開
催
さ
れ
、
監
査
委
員
に
上

小
阿
仁
村
の
齊
藤
鉄
子
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
尿
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
の
搬
入
量
は
、
２
９
、2
7
1
・
6
kl

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
0
・
１
%
増
と

な
り
、
1
日
平
均
処
理
量
は
80・2
kl
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
各
会
計
の
決
算
は
、
一
般

会
計
で
は
8
、2
0
1
万
2
千
円
（
繰
越

明
許
費
繰
越
財
源
6
7
9
万
1
千
円
を

除
く
。）
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、特
別
会
計
で
は
、6
会
計
で
繰
越

金
が
出
て
お
り
、総
額
で
3
、2
2
6
万
8

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

総
額
1
億
1
、4
4
0
万
8
千
円
の
追
加

補
正
で
、補
正
後
の
総
額
は
24
億
9
、７
２

3
万
2
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
６
会
計
に
つ
い
て
、
総
額

3
、1
8
5
万
6
千
円
の
追
加
補
正
で
、
補

正
後
の
総
額
は
16
億
5
、2
7
3
万
9
千

円
と
な
り
ま
す
。

K
A
M
I
K
O
A
N
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

秋
田
2
0
1
4
に
つ
い
て

　

8
月
3
日
の
夕
方
、
竿
灯
演
技
の
前
に

竿
灯
大
通
り
で
、小
沢
田
駒
踊
り
、大
林
獅

子
踊
り
、
八
木
沢
番
楽
が
、
大
観
衆
の
前

を
パ
レ
ー
ド
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大

勢
の
お
客
様
の
前
で
、
村
の
伝
統
芸
能
と

国
民
文
化
祭
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
、
村
及
び
関
係
者
で
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
「
K
A
M
I
K
O
A
N
I
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
秋
田
2
0
1
4
」
が
8
月
9

日
に
開
幕
し
、
午
後
2
時
か
ら
八
木
沢
集

落
棚
田
舞
台
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
た
に
地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧

小
沢
田
小
学
校
）
を
展
示
会
場
に
加
え
、

公
募
に
よ
る
作
家
の
募
集
や
台
湾
か
ら
も

作
家
を
招
へ
い
し
て
、
27
人
の
作
家
に
よ

る
29
作
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

旧
沖
田
面
小
学
校
で
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

作
家
の
方
々
が
沖
田
面
に
滞
在
し
て
作
品

づ
く
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
の
駅
に
も
案
内
人
を
配
置
し

て
、
内
容
の
周
知
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
実
行
委
員
会
の
事
業
費

3
千
1
0
0
万
円
の
内
、
1
0
0
万
円
に

つ
い
て
は
、
協
賛
金
に
よ
る
対
応
と
な
っ

て
お
り
、
広
く
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
関

わ
り
合
い
の
中
で
、
事
業
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
ら
が
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て

　

8
月
14
日
、
お
盆
恒
例
の
「
第
26
回
お

ら
が
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

午
後
2
時
か
ら
の
「
ち
び
っ
こ
魚
つ
か

み
大
会
」、
午
後
5
時
30
分
か
ら
ふ
る
さ

と
公
園
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
も
天
候
に

め
ぐ
ま
れ
、
帰
省
客
や
多
く
の
村
民
が
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

台
湾
萬
巒
郷
へ
の
青
年
及
び
一
般
研
修
に

つ
い
て

　

村
民
の
方
々
に
募
集
し
た
結
果
、
青
年

定
例
会

行
政
報
告
要
旨

９月９月９月
村議会村議会村議会
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は
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

今
後
、
こ
の
よ
う
な
間
違
い
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

稲
作
状
況
に
つ
い
て

　

秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部

は
、
7
月
25
日
に
水
稲
の
生
育
状
況
を
発

表
し
て
お
り
ま
す
。
あ
き
た
こ
ま
ち
は
北

秋
田
地
区
9
調
査
地
点
に
お
い
て
、
草
丈

は
75
・
5
㎝
（
平
年
比
1
0
2
％
）、1
㎡

当
た
り
の
茎
数
は
5
0
1
本
（
平
年
比

96
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
穀
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
8
月
6

日
に
発
表
し
た
7
月
末
時
点
で
の
秋
田
県

の
作
況
指
数
は
1
0
3
の
や
や
良
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
数
、
発

生
地
点
率
で
い
ず
れ
も
高
く
、
8
月
7
日

に
斑
点
米
被
害
多
発
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

し
て
警
報
を
出
し
て
お
り
、
斑
点
米
カ
メ

ム
シ
類
防
除
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
お
り

ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
農
地
中
間

管
理
機
構
は
、
農
地
の
有
効
利
用
の
継
続

や
農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
･
集
約
化
を
進
め

る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
る
方

の
申
請
を
7
月
と
11
月
に
受
け
付
け
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
は
7
月

で
5
件
、
34
・
5
ha
の
申
請
が
あ
り
ま
し

た
。

　

機
構
へ
農
地
を
貸
し
出
す
方
の
受
け
付

け
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
申
請
は

未
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
稲
刈
り
が
終
了
し
、

来
年
の
営
農
計
画
に
合
わ
せ
て
申
請
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
お
り
、
今

後
と
も
、
本
制
度
の
周
知
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

北
秋
ご
当
地
グ
ル
メ
秋
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

9
月
20
日
～
21
日
に
、
道
の
駅
を
会

場
に
第
4
回
大
館
･
北
秋
ご
当
地
グ
ル

メ
秋
ま
つ
り 

IN 

K
A
M
I
K
O
A
N
I

「
ふ
る
さ
と
北
秋
田
～
深
発
見
～
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興

局
、
村
、
村
商
工
会
、
あ
き
た
北
央
農

協
、
村
観
光
協
会
、
か
み
こ
あ
に
観
光
物

産
（
株
）
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
主

催
と
な
り
、
地
域
の
食
の
魅
力
を
広
く
情

報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
観
光
誘
客
の
拡

大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
物
産
セ

ン
タ
ー
で
も
山
菜
・
ミ
ズ
の
コ
ブ
等
を

使
っ
た
商
品
の
販
売
や
特
設
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
に
よ
る
販
売
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

開
催
日
は
K
A
M
I
K
O
A
N
I
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
期
間
中
で
も
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
を
検
討
し
な
が

ら
、
交
流
人
口
の
増
加
及
び
イ
ベ
ン
ト
実

施
後
の
観
光
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

大
海
地
区
と
五
反
沢
地
区
を
統
合
す
る

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
7
月

の
入
札
に
よ
り
、
山
二
施
設
工
業（
株
）と

契
約
し
て
お
り
、
11
月
末
を
目
処
に
総
事

業
費
3
、4
5
0
万
円
で
工
事
を
発
注
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
計
画
の
あ
り
ま
し

た
沖
田
面
地
区
簡
易
水
道
施
設
の
移
管
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
中
に
施
設
の
引

渡
を
完
了
し
、
27
年
度
か
ら
は
完
全
な
る

村
営
事
業
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

6
月
21
日
か
ら
22
日
ま
で
行
わ
れ
た
大

館
北
秋
田
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、

少
人
数
で
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
生
徒
達

の
姿
に
、
大
会
会
場
で
注
目
を
集
め
、
大

会
・
学
校
関
係
者
か
ら
も
大
き
な
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

7
月
2
日
、
学
校
に
お
け
る
「
伝
統
芸

能
継
承
活
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
小
沢

田
の
「
駒
踊
り
」
大
林
の
「
獅
子
踊
り
」

「
八
木
沢
番
楽
」
に
分
か
れ
て
、
本
格
的

な
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
村
の
ふ
る
さ

と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
演
も
恒
例
と

な
り
、
秋
の
学
校
祭
に
お
い
て
そ
の
成
果

を
地
域
の
方
々
に
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

6
月
議
会
に
お
い
て
報
告
し
ま
し
た

「
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
評
価
委
員
会

設
置
要
綱
」
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
の

事
業
に
つ
い
て
、
学
識
経
験
者
の
知
見
を

活
用
し
た
「
教
育
委
員
会
の
事
務
に
関
す

る
点
検
及
び
評
価
」
を
実
施
し
、
報
告
書

に
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
事
業
や

施
策
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
行
政

の
適
正
な
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
関
係
に
つ
い
て

　

7
月
27
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
第
16
回
か
み
こ
あ
に
芸
能
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
村

外
か
ら
の
特
別
出
演
を
含
め
て
、
14
団
体

の
方
々
が
出
演
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
熱
演
に
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
14
日
に
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
上
小
阿
仁
村
成
人
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
男
性
12
人
・
女
性
15

人
、
計
27
人
の
対
象
者
の
う
ち
24
人
が
出

席
し
、
成
人
と
し
て
の
決
意
や
心
構
え
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

国
保
診
療
所
関
係

　

4
月
か
ら
7
月
ま
で
の
診
療
状
況
は
、

医
科
外
来
が
診
療
日
数
82
日
、
患
者
数

2
、4
4
8
人
、
1
日
平
均
患
者
数
30

人
。
歯
科
は
診
療
日
数
83
日
、
患
者
数
1
、

1
0
9
人
、
１
日
平
均
患
者
数
13
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
科
外
来
の
う
ち
、
毎
週
月
曜

日
診
察
を
行
っ
て
お
り
ま
す
泌
尿
器
科
に

つ
き
ま
し
て
は
、
診
療
日
数
14
日
、
患
者

数
2
6
1
人
、
1
日
平
均
患
者
数
19
人

で
、
前
年
並
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
医
療
機

関
と
し
て
よ
り
一
層
の
経
営
努
力
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

杉
風
荘
関
係

　

こ
の
夏
は
、
利
用
者
の
熱
中
症
予
防
に

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

8
月
1
日
現
在
の
入
所
状
況
は
契
約
入

所
者
86
名
（
定
員
86
名
）、
短
期
入
所
者

5
名
（
定
員
6
名
）、
本
村
の
出
身
者
は

56
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

9
月
11
日
に
は
、
敬
老
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
75
歳
以
上
の
方
は
82
名
、
う
ち

90
歳
以
上
の
方
は
31
名
で
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
健
や
か
な
長
寿
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
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■議　会　費：議会の運営に使ったお金です。
■総　務　費：役場庁舎等の維持管理や交通安全、

防犯、戸籍、徴税、選挙など村の総
括的な事務に使ったお金です。

■民　生　費：社会福祉や医療助成など、安定した
社会生活を保障するために使った
お金です。

■衛　生　費：健康診断や各種健診、ごみ処理など、
健康で衛生的な生活環境を保つた
めに使ったお金です。

■労　働　費：失業対策事業の実施、公共事業の実
施に際して失業対策上必要な事務
を行うために使ったお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使っ
たお金です。

■商　工　費：商工業の振興や観光の振興に使った
お金です。

■土　木　費：道路、河川、村営住宅などの整備や
維持管理、除排雪などに使ったお金
です。

■消　防　費：消防や防災活動に使ったお金です。
■教　育　費：小中学校、社会教育や保健体育など、

教育全般に使ったお金です。
■災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な

どに生じた被害を復旧するために
使ったお金です。

■公　債　費：村債（国などから借り入れたお金）
の返済などに使ったお金です。

■村民一人当たりの村税を納めた額
66,063円

■村民一人当たりに使われたお金　（一般会計）
930,264円

村　 民　 税
23,612 円

議　 会　 費
19,090 円

衛　 生　 費
82,767 円

商　 工　 費
10,161 円

教　 育　 費
66,584 円

総　 務　 費
271,346 円

労　 働　 費
4,116 円

土　 木　 費
76,440 円

災 害 復 旧 費
7,023 円

民　 生　 費
146,120 円

農林水産業費
61,629 円

消　 防　 費
75,848 円

公　 債　 費
109,140 円

軽 自 動 車 税
1,939 円

純固定資産税
34,055 円

村 た ば こ 税
6,457 円

※　「村民一人当たりに使われたお金」「村民一人当たりの村税を納めた額」は、平成25年度末（平成26年3月31日）現在の
　人口 2,633人で算出しました。

※比率が「－」のものは、赤字額・資金不足額がないことを表します。

　平成19年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成25年度決算による村の健
全化判断比率と資金不足比率を公表します。
　健全化判断比率のいずれかが「早期健全化基準」以上の場合は財政健全化計画を、「財政再生基準」以上の場合には財
政再生計画を定めなければなりません。
　また、公営企業会計（村の場合は、簡易水道、農業集落排水、下水道の各特別会計）の資金不足比率が「経営健全化基準」
以上となった場合は、経営健全化計画を定めなければなりませんが、村はいずれの比率も基準を下回っています。

○実質赤字比率：一般会計等の実質赤字額の標準財政規模
（地方公共団体において標準的に収入される一般財源の規
模を示すもので、概ね地方税、地方譲与税、普通交付税、
臨時財政対策債の合計額）に対する比率。

○連結実質赤字比率：村の全ての会計を合算した実質赤字額
の標準財政規模に対する比率。

○実質公債費比率：公債費（借入金の返済額）及びこれに準
じる額の標準財政規模に対する比率。

○将来負担比率：一般会計等の地方債（借入金）や将来支払っ
ていく負担などの残高から返済に充てることができる基金

（積立金）を除いた額の標準財政規模に対する比率。
○資金不足比率：公営企業会計の資金不足額（赤字額）の営

業収益等に対する比率。

村の健全化判断比率と資金不足比率を公表します

健全化判断比率 村の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率 － 20.0％ 30.0％

実質公債費比率 6.5 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 － 350.0％

資 金 不 足 比 率 村の比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0％

農業集落排水事業特別会計 － 20.0％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0％

用語解説

一般会計歳出の内訳 （　）は構成比

24億4,939万円歳出
議会費5,026万円

（2.1％）

総務費
7億1,445万円（29.2％）

衛生費
2億1,793万円（8.9％）

労働費
1,084万円（0.4％）

農林水産業費
1億6,227万円（6.6％）

商工費
2,675万円（1.1％）

民生費
3億8,473万円

（15.7％）

土木費
2億0,127万円

（8.1％）

消防費
1億9,971万円

（8.2％）

教育費
1億7,532万円

（7.2％）

災害復旧費
1,849万円

（0.8％）

公債費
2億8,737万円

（11.7％）
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■特別会計の決算額

■村の借金

　平成２５年度の一般会計・特別会計の決算が９月定
例村議会で認定されました。
　一般会計では、歳入から歳出を差し引いた８，
８８０万円から、翌年度に繰り越した財源の６７９万
円を除くと、８，２０１万円の黒字決算となりました。
　皆さんから納めていただいた村税や国からの交付税、
県からの補助金などが、どのくらい入り、どのように
使われたのか、その概要をお知らせいたします。

一般会計歳入の内訳

一般会計決算額

（　）は構成比

25億3,819万円

平成25年度

歳入

■村　　　税：村民税や固定資産税など、村民
の皆さんに納めていただいたお
金です。

■地方交付税：村の財政状況に応じて国から交
付されたお金です。

■分担金及び負担金：村の事業で特定の利益を
受けた人に負担していただいた
お金です。

■使用料及び手数料：村の施設の使用や、住民
票の交付など、特定の行政サー
ビスを受けた人に負担していた
だいたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から
交付された負担金、補助金など
のお金です。

■県 支 出 金：特定の事業を行うために県から
交付された負担金、補助金など
のお金です。

■財 産 収 入：村の土地などの財産の貸付、村
有林の木材売払収入などのお金
です。

■繰　入　金：財政調整基金の取り崩しなどに
より繰り入れたお金です。

■繰　越　金：前年度から持ち越された剰余金
のことをいいます。事業を持ち
越すことで必要になったお金も
含みます。

■村　　　債：特定の事業を行うために国など
から借り入れたお金です。

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差引額
国民健康保険事業勘定 4億6,923万円 4億4,330万円 2,593万円
国民健康保険診療施設勘定 1億4,864万円 1億4,370万円 494万円
特 別 養 護 施 設 3億3,810万円 3億3,762万円 48万円
簡 易 水 道 事 業 1億5,756万円 1億5,670万円 86万円
農 業 集 落 排 水 事 業 6,254万円 6,254万円 0万円
下 水 道 事 業 4,471万円 4,471万円 0万円
介 護 保 険 事 業 勘 定 4億4,605万円 4億4,604万円 1万円
後 期 高 齢 者 医 療 3,995万円 3,991万円 4万円

総　　　　　計 17億0,678万円 16億7,452万円 3,226万円

一 般 会 計 23億5,141万円
特別養護施設特別会計 1,640万円
簡易水道事業特別会計 6億0,394万円
農業集落排水事業特別会計 4億1,363万円
下水道事業特別会計 2億5,172万円

計 36億3,710万円

村 民 税 4,583,885円
固 定 資 産 税 7,262,499円
軽 自 動 車 税 177,500円
国民健康保険税 11,225,419円
介 護 保 険 料 764,200円
後期高齢者医療
保 険 料 550,190円

下 水 道 使 用 料
（農業集落排水） 2,381,690円

下 水 道 使 用 料
（ 公 共 下 水 道 ） 184,150円

保 育 料 0円
住 宅 使 用 料 7,640,072円
給 食 費 0円
高額療養費貸付金 110,600円
奨 学 金 返 還 金 303,000円
生産物売払収入 0円

計 35,183,205円

（25年度末残高） ■村の貯金
一 般 会 計
財 政 調 整 基 金 18億9,682万円

一 般 会 計
減 債 基 金 2億9,465万円

その他目的基金 8億8,054万円
計 30億7,201万円

（25年度末残高）

■村税等の滞納状況
（25年度末残高）

歳入････････････････････ 25億3,819万円
歳出････････････････････ 24億4,939万円
差引額････････････････････････ 8,880万円
翌年度へ繰り越すべき財源････････ 679万円
実質収支額････････････････････ 8,201万円

村税　1億7,395万円（6.8％）

村債　2億1,870万円（8.6％）

地方交付税
16億7,644万円（66.1％）

分担金及び負担金・
使用料及び手数料
3,148万円（1.2％）

国庫支出金
1億0,063万円

（4.0％）

県支出金
1億2,954万円

（ 5.1％）

財産収入・繰入金・
繰越金・諸収入
1億5,622万円（6.1％）

寄附金　105万円（0.1％）

地方譲与税・地方消費税
交付金・利子割交付金・
配当割交付金・株式譲渡
所得割交付金・自動車取
得税交付金・地方特例交
付金
5,018万円（2.0％）
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つ
で
も
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ど
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で
も
・
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で
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生
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学
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で
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ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
日
・
時
間

  

10
月
１
日
、
８
日
（
水
）　

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
移
動
教
室

■
開
催
日
・
時
間

  

10
月
27
日
（
月
）　

　
阿
仁
地
区
を
予
定

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

 

会
員
交
流
レ
ク
大
会
・

 

会
員
家
族
交
流
た
ん
ぽ
会

■
開
催
日
・
時
間

　
11
月
３
日
（
月
）

　
午
後
１
時
〜
　

■
会
場

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託
活

動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

（
10
月
15
日（
水
）〜
20
日（
月
）は
産
業
祭
の

た
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
使
用
不
可
）

卓
球
の
つ
ど
い
・
卓
球
教
室

■
開
催
曜
日
・
時
間

　
毎
週
火
・
木
曜
日

        

　
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
毎
週
木
曜
日

       

　
　 

午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜

■
会
場

　
地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧
小
沢
田
小
）

■ 

10
月
14
日（
火
）〜
19
日（
日
）

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

　
・
親
子
映
画
鑑
賞
会

　
　
10
月
17
日
（
金
）
午
後
６
時
〜

　
・
学
習
発
表
会

　
　
10
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　
園
児
の
皆
さ
ん
は
、
本
が
大
好

き
な
様
子
で
す
。

　
10
月
13
日
（
月
）
体
育
の
日

　
祝
日
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
週
間
に
お
け
る

　図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
お
し
ら
せ
】

　　
10
月
18
日（
土
）は
、図
書
館
リ

サ
イ
ク
ル
デ
ー
で
す
。
次
の
内
容

で
行
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

＊
大
型
絵
本
の
展
示

　
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

＊
雑
誌
の
付
録
を
無
料
で
お
分
け

　
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
未
開
封
の

　
状
態
で
お
一
人
ひ
と
つ
と
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

＊
廃
棄
す
る
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
＝
無
料
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

　
け
ま
す
。（
袋
が
必
要
な
方
は
、

　エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
ご
用
意
く
だ

　
さ
い
。）

＊
だ
れ
で
も
工
作
『
新
聞
け
ん
だ

　
ま
』（
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
）

　
子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
手

ぶ
ら
で
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
古
新
聞
を
利
用
し
て
、
け
ん
だ

ま
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で

は
な
く
大
人
も
楽
し
め
ま
す
よ
！

　
11
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
い
た

し
ま
す
。
す
べ
て
の
業
務
を
停
止

い
た
し
ま
す
が
、
新
聞
の
当
日
号

の
み
ホ
ー
ル
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

体
育
の
日 

記
念
行
事

体
育
の
日 

記
念
行
事

公
民
館
関
係
　
催
物
案
内

高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〜
ロ
コ
モ
予
防
教
室
〜

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
通
称

ロ
コ
モ
）
と
は
骨
・
関
節
・
筋
肉
な
ど
の

運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
能
力
の
低

下
を
き
た
し
て
、
生
活
の
自
立
度
が
下
が

る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
こ
の
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
た
め
の

健
康
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
10
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象
　
40
歳
以
上
の
村
民
で
医
師
か

　
　
　
　
　
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
い
方

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル

　
　
　
　
　
飲
物
（
水
分
補
給
用
）

　
　
　
　
　
動
き
や
す
い
服
装

■
講
　
師
　
秋
田
県
健
康
増
進
交
流
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
　
ユ
フ
ォ
ー
レ
職
員

■
申
　
込
　
申
込
は
不
要
で
す
。

　
　
　
　
　（
当
日
受
付
）

※

当
日
は
こ
と
ぶ
き
大
学
も
兼
ね
る
た
め

送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
大
学
生
以

外
の
乗
車
も
可
能
で
す
の
で
、
希
望
す
る

方
は
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館☎（

60
）
９
０
０
０

　
平
成
26
年
度
公
民
館
自
主
事
業
と
し
て

放
送
作
家
の
元
祖
爆
笑
王
氏
に
よ
る
講
演

会
を
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。
参
加
者
が
笑
顔
に
な
れ
る
楽

し
い
講
演
会
で
す
の
で
、
是
非
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
生
涯
学
習
期
間
中
の
開
催
と
な
り

ま
す
の
で
、
館
内
に
は
小
中
学
生
の
作
品

や
一
般
サ
ー
ク
ル
等
の
作
品
展
示
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
日
　
時
　
10
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
講
話
「
心
豊
か
に
な
る
会
話 

　
　
　
　
　
術
」　
〜
家
族
と
知
人
と

　
　
　
　
　
　
も
っ
と
し
ゃ
べ
り
た
い
〜

■
講
　
師
　
放
送
作
家 

元
祖
爆
笑
王 

氏

申
込
不
要
・
入
場
料
無
料

※

詳
し
く
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館☎（

60
）
９
０
０
０

上
小
阿
仁
村
公
民
館
自
主
事
業

元
祖
爆
笑
王
講
演
会

　
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
楽
し
い
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
教
室
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
11
月
12
日
（
水
）

■
時
　
間
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
時
頃
ま
で

■
場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

■
講
　
師
　
秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
協
会

　
　
　
　
　
理
事
　
金
　
光
子
　
氏

■
持
ち
物
　
水
分
補
給
用
の
飲
物
と
動
き

　
　
　
　
　
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

　
　
　
　
　
さ
い
。

■
申
　
込
　
公
民
館
備
え
付
け
の
申
込
書

　
　
　
　
　
で
申
込
い
た
だ
く
か
、
お
電

　
　
　
　
　
話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館☎（

60
）
９
０
０
０

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【
休
館
日
の
お
し
ら
せ
】

【
蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ
】

生
涯
学
習
週
間
「
村
民
の
つ
ど
い
」

10
月
13
日
（
月
）
午
前
８
時
45
分
〜

           

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
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